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１．概要（Summary ） 

本研究では，赤血球を測定対象として，細胞の力学的

特徴量計測として変形能評価を行う．赤血球は無核細

胞であり，その変形能の高さから力学的特徴量計測が

困難である．そこで，狭窄部 (直径：2～4 マイクロ

メートル)を有するマイクロチャネルに赤血球を流し，

その時の変形挙動から変形能を測定する．さらに，細

胞に定量的に流体負荷を与えるために，マイクロ流体

チップに接続したシリンジポンプを，高速度カメラを

用いた画像フィードバックによって制御することで

これを達成する． 

 

２．実験（Experimental） 

赤血球の力学的特徴量計測にあたっては，その変形能

の高さゆえに、マイクロチャネル中の狭窄部直径を 2

～4 マイクロメートルと微細に加工する必要がある．

そこで，LED リソグラフィー装置を用いて，露光を

行うことでこれを達成する．当拠点で使用した LED

リソグラフィー装置は 1 ドットあたり 0.54 マイクロ

メートルの描画能力を持ち，マイクロチャネル作製に

おいて十分な性能がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 にヒト赤血球の変形能評価のシステムを用いた細

胞位置制御の一例を示す．顕微鏡に設置したマイクロ流

体チップ内のマイクロ流路に赤血球を流入し，その位置

情報を CCD カメラによって取得する．カメラからの位

置情報を用いた画像フィードバックにより，外部のシリ

ンジポンプ駆動することで，細胞の位置制御に成功した． 
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Fig. 1 a) Experimental set up, and b) Demonstration of cell position control [1] 
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